
総研レポート「組合員・地域住民が考えるＪＡの現在と将来」

農林中金総合研究所は，農林漁業・環境

問題などの中長期的な研究，農林漁業・

協同組合の実践的研究，そして国内有数

の機関投資家である農林中央金庫や系

統組織および取引先への経済金融情報

の提供など，幅広い調査研究活動を通じ

情報センターとしてグループの事業を

サポートしています。

「米」と農村社会

「米」が，わが国における農産物として極めて重要な地位を占めてきたものであること

は言うまでもないが，米を作るための水田の営みが，わが国農村社会に与えてきた影響も

また計り知れない。水田における共同の作業，水利用における相互の調整といった古くか

らの営みは，村落共同体が有していた相互扶助，相互規制といった機能と深くかかわって

いるものであろう。

こうしたわが国における村落共同体の在り様は，かつて多くの議論の対象となり，その

評価もまた多様であった。日本人の心の故郷として柳田國男が愛惜の念をこめて語ったの

も村落共同体であり，丸山真男がわが国封建社会・超国家主義の基底をなし，克服すべき

ものとして論じたのもまた村落共同体であった。柳田が相互扶助という美しい側面のみを

見，丸山が相互規制という否定的な側面のみを見ていたとするのはあまりに単純化しすぎ

た議論であろうが，村落共同体の有する複雑な性格が，両者の異なる感性に異なる啓示を

与えたであろうことは想像に難くない。そもそも，相互扶助をプラス面，相互規制をマイ

ナス面とする議論も単純にすぎよう。相互扶助の内包する「仲間意識」が農村の排他性，

閉鎖性につながっていたことは否定できず，一方において，相互規制の意識が，様々な側

面で農村におけるモラルの維持に役立ち，農村の生活の場で，また多くの農業政策の遂行

面で大きな役割を果たしてきたことも事実であろう。

そうした様々な評価がありつつも，村落共同体がわが国農村の生活を支え，農業政策を

支え，そして農協の基盤として農協組織を支えてきたものであることは紛れの無い事実で

ある。村落共同体の「崩壊」が叫ばれるようになって久しいが，わが国農村は，現在に至

るまで，そうした農村の基本的な性格をかろうじて維持してきたように思える。しかし，

近年の高齢化の急速な進展と，水田経営のあり方の大きな変化は，わが国農村社会に，決

定的な変化を迫りつつあるように思えてならない。農業の在り様は，農村社会の在り様と

密接な関連を有するものであり，水田政策は，単に産業政策としての意味だけではなく，

水田経営の在り様を通じ，農村社会にも深くかかわるものである。自由化・市場化を徹底

し，零細農家の退出を強要し，さらには100ha規模の農家を１万戸作ればよし，といった

類の近年の農業改革の議論においては，どのような農村社会を展望するのかという視点が

決定的に欠けているように思えてならない。

一方，いかにかつてのわが国の農村への郷愁を覚えようとも，それをそのまま現在の社

会に復活させることは不可能であり，またそれが望ましい道であるとも思えない。今後の

農村は，農業を産業として維持していくという観点から，さらには，より魅力的な社会で

あるという観点からも，新たな参加者を許容する，より開かれたものとなるべきであろう。

農業政策は，そうした多様な主体が参画し，農村を持続的な社会として維持し得るという

観点から議論されるべきであろう。また，我々農協系統組織は，自らの基盤であった農村

社会の変貌に際し，活力ある，新たな共同体を形成していくための，より積極的な役割が

求められているものと思われる。

（（株）農林中金総合研究所 取締役基礎研究部長　原　弘平・はらこうへい）

今 月 の 窓

99年4月以降の『農林金融』『金融市場』

などの調査研究論文や，『農林漁業金融統計』

の最新の統計データがこのホームページから

ご覧になれます。

また，メールマガジンにご登録いただいた

方には，最新のレポート掲載の都度，その内

容を電子メールでお知らせするサービスを行

っておりますので，是非ご活用ください。

農中総研のホームページ http://www.nochuri.co.jp のご案内

＊2009年７月のHPから一部を掲載しております。「最新情報のご案内」や「ご意見コーナー」もご利用ください。

【農林漁業・環境問題】

・干ばつに揺れるアルゼンチンの穀物生産

・所有林の厳しい作業条件と林業経営の難しさ

――平成20年度森林組合員アンケート結果より――

・漁村の魅力を生かし伝える

――北海道寿都町の地域振興の取組み――

【協同組合】

・JA組合員・地域住民による住宅ローンの利用状況

・GISを用いた果樹の栽培指導

――JA紀の里(和歌山県)――

・組合員・地域住民の農とのかかわりと

農協とのつながり

・組合員・地域住民の意識にみる農協の

組合員制度の方向性

・正組合員世帯の次世代・次々世代における

農協との接点と事業利用

【組合金融】

・2009年度の組合金融の展望

【国内経済金融】

・日本銀行と国債との関わり合い

・宮崎銀行のマーケティング・プロジェクトについて

・環境対応車(エコカー)普及政策の開始

――環境・経済に対する効果の展望――

・景気底打ち後も，しばらくは不安定なまま推移

――消費，設備投資の悪化はこれから本格化する可能性も――

【海外経済金融】

・銀行の資本増強をめぐる動向について

・米国政府の資金調達の現状と課題

・バルト三国とスウェーデンの銀行

・米利上げはまだ先，貸出環境の低迷等不安要因残す

本誌に掲載の論文，資料，データ等の無断転載を禁止いたします。
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